
高温に伴う農作物等の被害軽減対策について 
 

平 成 3 0 年７月 19 日  

広島県農林水産局農業技術課   
広島県では，「平成30年７月豪雨」以降，平年より気温の高い日が続いています。 

７月17日には，気象庁より，「高温に関する異常天候早期警戒情報」が発表されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，平成30年７月12日発表の１か月予報では，「向こう１か月の平均気温は，高い確率

７０％」と発表されています（http://www.jma.go.jp/jp/longfcst/107_00.html）。 

  

最新の気象情報に注意しながら，次の対応策を参考に，被害を最小限に食い止めるよう対策

に努めてください。 

 

【共通事項】 

○農作業中における熱中症を防ぐため，次の点に注意してください。 

 １ 日中気温の高い時間帯を外して作業を行いましょう。 

 ２ こまめな休憩，水分補給を行いましょう。 

 ３ 屋外では帽子，吸湿速乾性の衣服やファン付きの作業着，屋内では送風機やスポットク

ーラーなどを活用しましょう。 

４ 単独での作業は避けましょう。 

 ５ 木陰などの涼しい休憩場所を確保しておきましょう。 

 

作物名 被害拡大防止のための対策 

水 稲 

１ 防除や穂肥施用は時期を遅れないように注意する。 

２ カメムシ類の防除時期を逸しないようにする。 

３ 稲こうじ病やもみ枯細菌病等の発生し易い地域では予防的防除に努める。 

４ 高温登熟による白未熟粒の発生抑制対策として，登熟期間中は，極端に水を切ら

さないよう，間断潅漑に努める。落水時期の基準は出穂後 25～30 日頃であるが，

土壌条件，気象条件などに応じて調整する 

高温に関する異常天候早期警戒情報（中国地方）  平成３０年７月１７日１４時３０分  広島地方気象台 発表  
 要早期警戒（気温）  警戒期間 ７月２２日頃からの約１週間  対象地域 中国地方  警戒事項 かなりの高温（７日平均地域平年差＋１．９℃以上）  確率   ３０％以上 
 今回の検討対象期間（７月２２日から７月３１日まで）をとおして，中国  地方では，７日間平均気温が平年よりかなり高くなる確率が３０％以上 と 見込まれます。   農作物の管理等に注意してください。また，熱中症の危険が高まります  ので，健康管理に注意してください。特に「平成30年７月豪雨」の被災地に  おいては，いつも以上に十分な注意が必要です。 



ハウス 

栽培全般 

施設内の温度上昇を抑制するため，妻面・側面を開放するとともに，作物の光要求

性に応じて，遮光資材を使用する。遮光資材は，果実の日焼けや葉やけの防止も有効

である。細霧冷房装置，換気装置等を設置している施設では，これらを有効に利用し

て適切な温度及び湿度の管理に努める。 

野 菜 

１ 乾燥に注意してかん水を実施する。 

（１）果菜類は開花期～果実肥大期に重点かん水する。 

（２）葉根菜類は播種期，移植期及び葉数増加期の重点かん水に努める。 

（３）畝間かん水は気温が下がる夕方から早朝に実施する 

２ 茎菜類は，乾燥によるチップバーンを防止するため，薬剤防除時にカルシウム剤

を混用する。 

３ 果菜類は，不良果の摘果，若どりを行い，着果負担の軽減を図るとともに，適切

な施肥により樹勢維持に努める。また，カルシウム欠乏，鉄欠乏，ホウ素欠乏等の

生理障害対策として，必要に応じて葉面散布を行う。 

４ 収穫は気温の低い早朝に実施する。 

５ 出荷時の過熟果や生理障害果の混入に注意する。 

果 樹 

１ 着色が遅延することに伴い収穫期が遅れ，過熟とならないよう，適期収穫に努め

る。収穫は，果実温が高い時間帯を避ける。また，収穫した果実は，直射日光が当

たらないように注意する。 

２ かん水は，葉が萎れてからでは手遅れとなるため，早めに対応する。用水が限ら

れる場合は，日中を避けてかん水する。土壌の水分状態をスコップで掘るなどして

把握する。 

３ 露地ぶどうでは，トンネルメッシュの除去，または天井に穴をあけ，葉の高温障

害を抑える。縮果症などの障害果は，すぐに除去せずに，硬核期が過ぎてから除去

する。 

４ かき，りんごなどでは日焼け防止のため，クレフノン等を加用して防除を実施す

る。 

花 き 

１ 切り花については，朝・夕の気温の低い時期に採花し，常温で長時間放置しない。

また，エチレンによる劣化を防ぐため，前処理剤を使用し品質の維持に努める。 

２ 施設栽培については，作物の光要求性に応じて，遮光資材を使用する。細霧冷房

装置，換気装置等を設置している施設では，これらを有効に利用して適切な温度及

び湿度の管理に努める 

畜 産 

１ 飼料作物 

病害虫の発生に注意し，多発の際は早期刈取等実施する。 

２ 家畜 

気温の上昇と共に採食量の減少，乳牛では泌乳量の減少，乳成分の低下，肥育牛

では増体量の低下が起こるので以下の対策を行う。 

（１）直射日光の遮断(寒冷紗)，屋根散水，白色塗装(屋根)等を行う。 

（２）換気扇，送風機により家畜への送風や畜舎の換気に努める。 

（３）新鮮な飲水を十分給与する。 

（４）飼槽や給水器の清掃を行う。 

  問合せ先 

西部農業技術指導所 東広島市八本松町原6869  電話 082-420-9661 

東部農業技術指導所 福山市三吉町1丁目1-1  電話 084-921-1311(代)  

北部農業技術指導所 三次市十日市東4丁目6-1 電話 0824-63-5181(代) 

県庁農業技術課   広島市中区基町10-52   電話 082-513-3559 


